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｡．はじめに
どの言語にも特定の場面で繰り返し使われる決まった言い回し、すなわ
ち常用句（Routinefbrmeln）がある。常用句の中には、異なる言語間で機
能上対応する表現もある。ところが、機能上等価であっても、異なる言語
の対応表現は、その発現形態の異なりから違和感を覚えることがある。こ
のような印象の違いは、言語表現が形成す愚視点の位置と関係がありそう
だ。本稿では、対応する場面で使用される日本語とドイツ語の常用句につ
いて、その形式と意味および使用条件を比較対照することで、表現と視点
の関わりを調査する。それによって、それぞれの言語社会で期待されるコ
ミュニケーション上の通常性の維持に視点の位置が重要な役割を果たして
いることを明らかにする。
１.導入
１．１．印象の違い
ドイツの大学では、学生がオフィスアワーに教授を訪問すると、簡単な
挨拶の後、(1)のような発話で話を促されることが多い：
(ｌｊＷａｓｋａｎｎｉｃｈｆＵｒＳｉｅｔｕｒｌ？
この表現は、学生に対してだけでなく、同僚どうしでも使われる。それど
ころか、サービス業務がをきれる場面（小売店、薬局、旅行会社、機内な
ど）ならどこでも発せられるきわめて一般的な決まり文句だ｡'）ところが、
私はこの表現を耳にするたびに、違和感を覚える。対話相手がいくらにこ
やかに笑顔で接してくれたとしても、この発話から、話者に対して「偉そ
うな」「恩着せがましい」「突き放されたような」といった否定的な印象を
いだいてしまうのだ。では、日本で同じような場面だったら、どのような
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